







































































「ふれ」 「文書」などの意味であったが、ふれぶみを意味する「檄書」の語が、多く軍兵をつのる時の廻状をさしたため 「檄」 語と て軍書を発することを意味する動詞に用いられたようになったとする説明があ
る（３）
。しかしながら、この解釈は根拠や典故が明示されておらず、






















と日本との友好関係 継続に貢献するこ を奨励する意味 もつとし、これ 同時に魏の使者である張政がもたらした檄は邪馬台国と新女王である壹与に対する支持を意味するとし
た（５）
。














































































































































































































































































急の知らせには露檄に羽を挿して、視覚的効果を期したことがわかる。次項でふれる居延漢簡の檄のなかに掲示して衆目にさらすこ を想定した露布があるとする見方とも 連し、そうである らば視覚的効果を期待した命令書であったこと なる。　
軍隊の召集・徴収および督戦の意味をもつ事例を『三国志』からあ





深いのは、兵士たちの間で檄が伝えられてい ことで り、孫権はれを含めた臨戦 態勢を試したも と思わ る。　
劉瞱が漢中を攻略した後の曹操に対する献言をあげると、蜀人は状










































例のなかで、魏志倭人伝の檄を送って告諭するという文脈ともっともちかいのが、 『三国志』張既伝にみえる檄に関する記述であり、張既は麹光らを羌族に討たせ、 「檄して諸羌族を告諭」した際に発せられた檄は督戦ではなく、羌の内訌を誘うための説諭として機能しており、その意味では羌族に対する軍政的な文書であるとい よう。　
文書としての檄の文章や内容自体は従前知られていた『文選』にみ
































































































































































































































































































































































































『漢書』申屠嘉伝に「檄を為りて、召通す」とあるのと同様の用法である。すなわち前者では地方官府ではなく 盗賊 檄を県に伝え 食料を提供させたが、本来的 地方官府が発するものである と 前提とした用例であり、後者では檄によって鄧通が申屠嘉に召喚されたとみえ、鄧通は文帝の寵臣であったがために、そ とりなし よって罪を免れることになるが、これらの用例では、政治的上位者が下位者に対して召集ないし召喚する檄について「為檄」と表現されており、魏志倭人伝の難升米に檄を与えた記述と同様 表現であること 注意される。　
以上を参照すると魏志倭人伝の記事では魏が倭に対して「為檄告喩





章の類型としての檄との比較よりも、その目的としてはむしろ行政文書や軍事組織の指揮命令に用いられ 軍政文書としての伝達機能の延長にあることに加えて、魏が倭と う東夷諸族に対して発していることに魏志倭人伝にみえる檄 外交的意味および同時代的特質がある。　
檄の内容そのものに関する記述は魏志倭人伝にはないが、狗奴国と
の係争に際して発せられているから、軍事的内容を含むことが想定され、ここで論じた檄の属性や機能からも政治・軍事の内容と機能をもつ軍政的文書としての であることは確実であろう。魏志倭人伝にみえる檄を既述の用例と比較す と、まず異民族に対して発せられている檄としても さきにあげ 前漢・司馬相如 「喩巴蜀檄」にみた辺民に対する諭告としての意味を含むと推定される。また、同時代の檄として状況的に近似した状況で発せられた『三国志』張既伝にみえる張既が麹光らに羌族を討たせ、諸羌族を告諭する際 発せ れた檄が督戦ではなく、羌の内訌 誘うための説諭として機能し おり、羌族に対する軍政的な内容であるこ も魏志倭人伝にみえる檄を理解する際の参考となる。同じく魏の鍾会が蜀 将士吏民に対し、彼らが取べき対応を諭告した「檄蜀文」 内容 勘案する必要がある。 らの檄を参照すると、先学によって考察されているように倭国 対す督戦や戦意高揚の内容があったとし も、そ にとどまらず東夷のという辺民に対して発せられ 檄として位置づけるならば、狗奴国との紛争を解決するための諭告や説諭の意味や内容が含まれ いた 考
えられる。　
さらに漢簡の檄の機能の一つとして、すでにふれたように場合によっ
ては内容を写して下行させることもあり、上位下達の文書の場合、内容としては軍事・政治的な伝達を行うことがあり、少なからず目睹による視覚的な効果があ と考えられている。これを参照すれば、 『三国志』を含む史書・文献にみえる羽檄を含め、魏が倭に対し檄を発することは、書写材料が簡牘であ か紙であるかを問わず、檄の内容の他にそれを発す 行為そのものを含めて、倭国の背景にある魏の権威を可視的に示すことによる強制力や抑止力をも期待したので この点において魏の軍事的、政治的な意図が看取される。それは 人の社会を中華世界 文字文化に基づく政治 行政制度によって対処していること 意味する。　
以上の考察の結果を端的に示すならば、魏が倭女王に発した檄は、












題を抽出した。そ らによると檄は倭国と狗奴国の紛争解決のために詔と檄とともに黄幢をも らされたのであり、魏は倭国 対し 軍事的、政治的な権威を与えたとする見方がなされてきたことを示した。また、これにとどまらず、紛争に際して具体的かつ実際的な機能が期待され のであり、史書等にみえる文書として 軍事に関わる木簡文書とする見方を示すと もに、居延漢簡に代表される西域 辺境の軍事施設から出土した簡牘の檄に対して、実際の軍事文書 しての命令を伝える檄の実態が知ら ており、本論ではこれ 関する知見を参照することを示した。　
次に史書・文献にみえる檄について用例と用法を参照し、
伝の檄を送って告諭するという内容に関して 檄は督戦も含め、敵の内訌を誘うための説諭と ての機能があるこ を例示し 軍政的文書であることを論じた。また、このような機能の特定 よっ 本来な檄から転じた文体とし の檄文 違いを示した。　
これと関連して、居延漢簡に代表される漢代の西域統治に関する簡
牘に関する研究を整理し、簡牘として檄は相当に多様な内容 機能もち、その研究成果によって これまで魏志倭人伝の檄がいわゆる檄
文としてのみ理解されてきたことに対する相対的な事例として、漢簡にみえる檄の用法や用例として、行政文書や司法文書、軍事的命令などの典型例をあげ、それらの機能によって転写される場合もあることを紹介した。あわせて物 的機能としては各官署に目睹させることで官吏の操縦、掌握を図り、あるいは公的な内容では民衆に提示すとによって威嚇 督励の効果を生み、私的な内容では座右に置き、教訓・自覚・追憶などの効果が期待されている する知見を示した。　
以上の諸研究や知見に立脚し、檄の機能の一つとして上位下達の文
書であり、軍事・政治的な伝達を行う場合があり、少 からず目睹による視覚的な効果があるとすれば、魏 倭国に対して檄を発することは、背景にある魏の権威を可視的に示すことによる軍政的な強制力や抑止力を期待したのであり、こ 点において魏の軍事的、 治 意図が看取され 。それは魏が倭人の社会 中華世界 文字文化に基づく政治・行政制度によって対処してい ことを意味すること 示いる。　
冒頭で記したように中国史における檄の 中国で出土 た簡牘













 孟古托力「読《三国 ・倭人伝》─曹魏与日本列島諸国的往来」 （ 『黒竜江民族叢刊』二〇〇四年第四期） 〔中国語文献〕
（６）
 この問題に対する整理は、沈仁安 魏国与邪馬台国使節往来考」 （前掲）を参照。
（７）
 漢語大字典編集委員会編『漢語大字典』第二巻（四川辞書出版社・湖北辞書出版社、一九八七年） 〔中 語文献〕一三〇三～一三〇四頁
（８）
 劉峨「論檄与移、露布、難的関係」 （ 『安慶師範学院学報』 （社会科学版）三〇─一二、二〇 一年） 〔中国 文献〕
（９）
 王暁静「漢魏六朝“檄”体文総述」 （ 『萍郷高等専科 校 二 〇五年第二期 〔中国 文献〕


李振松「中国古代檄文簡論」 （ 『宿州教育学院学報』一〇─四、 二〇〇七年） 〔中国語文献〕
（
10）
 尹韵公「三国時代与新聞信息伝播」 （ 『中国文化研究』 、 一九九年） 〔中国語文献〕
（
11）
 宋雪玲「論漢晋檄 文体功能演変及其定型─従劉勰論檄文文体功能之得失談起」 （ 『浙江学刊』二〇一四年第四期） 〔 語 献〕
（
12）
 楊榕「従《文心雕龍》看檄文文体特征」 （ 『河北経済大学学報（総合版） 』一一─二、二〇一一年） 〔中国語文献〕
（
13）
 林瑜洁「三国時期軍事文書初探」 （ 『文教資料』 〇一二年第 六期〔中国語文献〕
（
14）











張悦「略論“檄”的特点及《文選》文体分類的欠陥」 （ 『内蒙古農業大学学報（社会科学版） 』二〇一二年第四期） 〔中国語文献〕
（
15）













































 劉峨「論檄与移、露布、難的関係」 （前掲注（８） ）
（
23）
 福井佳夫「檄文のジャンル─陳琳の作を中心に─」 『六朝文体論』 （汲古書院、二〇一四年）
（
24）
 曇艶「論古代文書“檄”的発展演変」 （ 『弁巧公室業務』二〇一五年第二期） 〔中国語 献〕
（
25）




























































































































































































21） ） 、曇艶「論古代文書“檄”的発展演変」 （前掲注
（












 連劭名「西域木簡中的記与檄」 （ 『文物春秋 一九八九年第一期） 〔中国語文献〕


鷹取祐司「漢簡所見文書考─書・ ・記・符」 、角谷常子「簡牘の形状における意味」冨谷至編『辺境出土木簡の研究』 （朋友書店、二〇〇三年）
（
53）
 連劭名「西域木簡中的記与檄」 （ 『文物春秋』一九八九年第一期） 〔中国語文献〕
（
54）






鄥文玲「漢簡中所見“合檄”試探」呉栄曾・汪桂海編『簡牘与古代史研究』 （北京大学出版社、二〇一二年） 〔 国語 献〕
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 甘粛居延漢簡整理小組「居延漢簡“候史広徳坐罪行罰檄” 」 （ 文物』一九七九年第一期） 〔中国語文献〕
（
65）














































なお、楼蘭出土文字資料 書写材料の検討によって、三・四世紀には書籍は紙に代わるが、行政 書は簡牘が残る実態が示され 簡牘から紙への変化が跡づけられており、参考になる。
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
















陳静「詔書的以紙代簡過程─兼論“板詔書”的出現及応用」 （ 『済南大学学報』一〇─一、二〇〇〇年） 〔中国語文献〕


冨谷至「漢から晋へ─簡牘から紙」 『木 ・竹簡の語る中国古代：初期の文化史（増補新版） 』 （岩波書店、二〇一四年）

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